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芽吹き  飛躍    新年度に向けて  

 

 

会報／ＮＳＮアンケートのご報告  

 

会報／ＮＳＮのアンケートのご回答と多

くのご意見を頂き、ありがとうございまし

た。要約してご報告いたします。  

回答者：135 人  

1｡会報全部を読んでいるが 70% 

2｡一部を読んでいる中では、一面の  

NSN 報告事項とイベントのお知らせ  

に関心が高い  

 

 

 

ねりまシニアクラブの  

退会ご挨拶  

 
ねりまシニアクラブは山本前会長が  

1992 年に創設し、その 4 年後に NSN

を作り出す原動力となった会です。  

しかし近ごろは会員の高齢化が進

み、知力・体力の衰えが有り、新入会

員の募集をかけるも応募も無く、会員

の減少化も余儀ない状況となっており

ます。  

それ故活動も行動的な面は無理とな

り、親睦・懇親を深める運営となって

進めております。さらに近年は、コロ

ナウイルスの感染の蔓延・拡大が著し

く、例会の開催も出来ない数年が続き

ました。  

そのようなことから、NSN への活動

寄与は見込めず、やむを得ず NSN から

の退会を決断・決議いたしました。よ

って、本年 3 月末で退会致したく、お

知らせいたします。  

長年にわたりご交誼を賜り感謝いた

します。誠にありがとうございました。 

  ねりまシニアクラブ会長  

          新井  保廣  

  

にこにこネットの皆様、他の全ての会の皆

様、同期会・NSN 活動を楽しんでいますか？

さて、あなたにとって、昨年中、最も嬉しか

ったことは何でしょう？当然、人によって違

うでしょうが、NSN にとっては間違いなく

新同期会-にこにこネット-の結成です。  

さわやか’17（２017 年発足）以来、少

人数で頑張る Rei1 を除いて同期会が存在し

ない「空白」の時代が続き、NSN の存続に

も暗い影を落とす状況にあっただけに、新た

な芽吹き、希望の光といえる出来事でした。

これも、シニアセミナー委員会等の皆さんの

頑張りのお蔭と心より感謝しています。  

昨年はまた、サマーフェスティバル・セカ

ンドライフ研究会等の活動が再開されまし

た。担当の方々のご尽力の賜物です。加えて、

新たにチャリティオークションという一石

三鳥の試みが具体化し、実施されました。  

そして今年、活性化委員会の主導で、マジッ

ク同好会の開始・初夏の菖蒲園散策計画・ボ

ウリング大会の検討等が進んでいます。  

次回シニアセミナーの幹事会・にこにこネ

ットの皆さんの、仕事を多くの会員で分担し

ての奮闘にも、目を見張るものがあります。 

私の任期も今年度が最後。多くの芽吹きを

目にし、その飛躍を確信して退任できるのは

幸せです。NSN は地域の貴重な財産、これ

からもみんなで支えて行きましょう！  

 ＮＳＮ会長  武藤哲  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3｡紙版以外の PDF 版は半数が受信  

4｡現状縦書きが良いが 38%、横書きと  

どちらでも良いを合わせると 62％  

5｡内容は、現状のままで良いが 84％  

※内容についての感想で多いもの  

①カラー版が良い  

②もっと写真・イラスト等を多くして  

 読みやすくしてほしい  

③同期会の紹介記事をもっと多くして  

 ほしい  

④「会員のひろば」の注目度が高い  

 （もっと多くの記事を読みたい、と  

書く人が限られて大変だ、の二つ  

の感想が有る）  

ご意見は、これからの編集の参考にさせ

て頂きます。  会報／ＮＳＮ編集委員会  

 



【会員のひろば】 

【第 3回チャリテイオークションの報告】 

にこにこネットさんからの参加もあって、前回

よりも盛り上がったオークションにする事が出

来ました。参加していただいた全ての方に感謝し

ます。 

今後も口コミ等で、より広 

がる事を願っている次第です。 

まだまだ改善の余地があると 

思っていますので、ご意見等 

ありましたら、 

お寄せください。 

 活性化委員会  

橋本 

 

 毎年 東村山北山公園で菖蒲祭が開催され、

600種・8,000株・約 10万本の花菖蒲が楽

しめます。6月 5日（月）12：00に、西武新

宿線「東村山駅」の志村けん銅像前に集まりま

せんか。駅から徒歩約 20分。 

各会と一緒に楽しみましょう。 

 活性化委員会 齋藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今にして想うこと≫ 

 今年は夫の「十七回忌」にあたる。3月に 60

歳定年を迎え、継続勤務を始めた 5 月、いわゆ

る「突然死」だった。私が知る限り健康であった。 

この状態で、たまたま一人で家に居た時に亡く

なってしまった、と言う理由で警察署に運ばれ

てしまった。次の日、弟と葬儀屋とで夫を引き取

りに行ったが、「事件性は無さそう」と言うこと

で解剖は免れた。 

  

この思いもよらない出来事の間、一度も 

泣かなかったし、今に至る迄一度も 

涙が出ない。九州から上京した夫の 

兄姉たちが涙を流している姿に、 

一瞬もらい泣きしそうになったのを、 

ぼんやりと覚えている。 

 しばらくして落ち込んでいなさそう 

な私の様子に知人達は、「急で悲しすぎ 

るから泣けないのよね」とか、「あなたは 

変わっているー」とか、私を思って言ってくれた

のだろう。夫と私は特に仲が悪かった訳ではな

いが、これまでは忙しかった。その頃、一緒に散

歩したことなど無かった。休日など必要な時に、 

車を出してもらったくらい。 

皮肉なことに、ふだん一緒に外出した思い出が

少ない分、一人になった時 外でご夫婦連れを見

かけても、寂しい思いをすることは無かった。 

 

こんな私ではあるが、実はすごく涙もろい。 

テレビでも本でも新聞記事でも、すぐ涙が出る。

昨年近所の友人が「入院1ヶ月もしないで亡く

なった」の まさかの知らせに初めて泣いた。 

何度も一緒に街歩きをした彼女を思い、夫や 

両親にも出なかった涙が止まらなかった。      

        

ところで、泣いて見送ることの 

なかった夫ではあるが、初めて 

の出逢いはよく覚えている。 

当時、完成すれば「日本一」の 

高さになる予定だった「新宿住友 

ビル」の新築工事事務所だった。 

「十三回忌」の時、このビルのレストランで 

子供達家族と会食した。 

今年の「十七回忌」はどうしよう。 

         虹の会 中村 晴代 

第 29回ねりまシニアセミナーの 

お知らせ 

 

【編集後記】 

※ NSN原点の“ねりまシニアクラブ ”の 

退会は残念ですが、NSNがさらに発展する過

程とも言えるでしょう。今まで有難うござい

ました。 

※ アンケートに多くの皆さまからのご意見

を頂き、ありがたく思っております。書き方

の変更については編集委員会で検討し、近年

の英字表記等の増加や、スマホ使用の方の増

加等を勘案し、横書きに変更させて頂くこと

に致しました。 

「どちらでも良い」は、編集委員会に一任さ

れたものとして、「横書きが良い」と合わせて

考慮したものです。 

これからもご愛読いただくよう、よろしく

お願いいたします。     （丸山） 

 

 

 

 

日時：2023年 5月 28日（日） 

             13：00～17：30 

場所：ココネリホール    

基調講演「牧野富太郎の人生 

～頭に雪はふりつつも心は若々しく～」 

講師：練馬区立牧野庭園 学芸員 

    田中 純子氏 

NSN会員は講演の聴講可能（500円） 

ねりまシニアセミナー委員会 

 

菖蒲園散策の 

お知らせ 

 


	一面横書き
	二面横書き

